

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1) 中曽根康弘『新しい保守の論理j]188~9 頁。 1982年12月 22 日の国会答弁で， w'新し
い保守の論理』を自分の最新の考え方であるという趣旨の答弁をしているから尚更で
ある。













(9)ωω(16)(18) r二・二六事件調書(憲兵隊調書)J(W'著作集j] 3 巻443~5 頁〉。
ω ェンゲルス「ドイツ農民戦争J(W'マルクス・エンゲルス全集j]7巻362頁〉。
















ω 同 378~9 頁。
関側側同 388~9 頁。





























































側安部博純「急進ファシズム運動論JC~体系日本現代史 1 j 127-9頁)。尚，安部
は， r日本ファシズム体制論JC日本現代史研究会編『日本ファシズム(1) 国家と社
会j25-6頁〉で1931-45年を3段階区分 C1931-36年， 36-40年， 40-45年〉と小
段階区分を行なっている。
側統制会と経済新体制については，柴垣和夫 rl経済新体制』と統制会J(東京大学社
会科学研究所『ファシズム期の国家と社会2戦時日本経済j301頁以下参照〉。
側 『著作集j3巻411頁。
。1) ディミトロフ前掲書 131頁。
側同 14頁。
? ?
